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◆核兵器禁止条約をめぐるアメリカ国内の動き 

・人類初の核実験 「放射線被ばく補償法」の対象拡大へ一歩前進 

・連邦下院に核兵器禁止条約の支持を求める法案 賛同議員は 40 人に 

⇒禁止条約はアメリカ国内にもじわりと影響を及ぼし始めている 

 

◆国連総会第 1 委員会での議論 

・圧倒的多数の国々が核兵器禁止条約の広がりや具体化が始まったことを歓迎し、核保有国

はいよいよ追い詰められている 

 

〔1〕禁止条約の広がりと具体化 

・地域機構やグループが歓迎、参加を呼び掛け 

・新アジェンダ連合「注目されるのは核兵器禁止条約体制の強化」 

・カザフスタンとキリバス、核実験被害者の救済や環境修復で新しい決議案 

〔2〕核抑止力論に対する深い批判 

・ニュージーランドの発言 核抑止が世界を危険に 

・オーストリアなども 

・背景に第１回締約国会議での議論 

〔3〕核保有国の対応 

・反論の試みができなくなっている 

・NPT と核兵器禁止条約は両立しないという議論 

・市民社会の運動が核保有国を追い込む力に 

 

◆日本はどうするのか 

・核兵器禁止条約に触れず、第６条の実践求めず 

・他の国々と比較すると… アメリカの同盟国でも 

・未来に目を向けるのか、「現実的で実際的な努力」にとどまるのか 

 

 

（以上） 

 

 


